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・

高効率誘導電動機回路保護用の配線用遮断器等の選定は下記による。

二重床内に設置する器具の位置表示として、 マーキングを直上の天井面に付けること。

また、 用途に応じ色分けすること。

下記の金属製電線管の露出配管は塗装、 めっき等の仕上げを行う。

・

図面に特記なき場合は、 金属製（ ステンレス、 新金属も含む）・ ・ 樹脂製　 　 とする。

三相可変速電動機用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。

電動機出力 ( kW)

規約効率　  (％)

0. 4

86. 0

0. 75

88. 5

1. 5

92. 0

2. 2

93. 0

3. 7

94. 0

5. 5

94. 0

7. 5

94. 5

11

94. 5

15

95. 0

18. 5 22 30 37 45

95. 595. 595. 595. 595. 5

備考（ １ ） 規約効率は、 JET-TR245「 汎用インバータの規約効率」 により算出した値とする。

　 　 （ ２ ） 規約効率は、 JI S C 4212「 高効率低圧三相かご形誘導電動機」 の定格電圧200V、

電　 動　 機

定格
出力
[kW]

定格電流
(参考値)

[A]

配線用遮断器等 [A]

直入始動Y-Δ始動 ｲﾝﾊ゙ ﾀー
入力側

[A]

ｺﾝﾃ゙ ﾝｻ回路

接続する電線の最小太さ[mm2]
ｺﾝﾃ゙ ﾝｻ [μF]

MCCB MCCB

電流計
[A]

EM-I E I V 長さ3m以下 50Hz 60Hz

 0. 2  1. 8 15 － 15 3 2. 0 2. 0 2. 0 15 10

 0. 4  3. 2 15 － 15 5 2. 0 2. 0 2. 0 20 15

  0. 75  4. 8 15 － 15 5 2. 0 2. 0 2. 0 30 20

 1. 5  8 30 － 15 10 2. 0 2. 0 2. 0 40 30

 2. 2 11. 1 40 － 20 10 2. 0 2. 0 2. 0 50 40

 3. 7 17. 4 75 － 30 20 2. 0 2. 0 2. 0 75 50

 5. 5 26 100 60 50 30 3. 5 5. 5 2. 0 100 75

 7. 5 34 125 75 60 50 3. 5 5. 5 2. 0 150 100

11 48 125 125 75 60 8. 0 14 2. 0 200 150

15 65 125 125 60 8. 0 14 2. 0 250 200

18. 5 79 150 125 100 14 22 3. 5 300 250

22 93 175 150 100 14 22 3. 5 400 300

30 124 250 200 150 14 22 5. 5 500 400

37 152 300 225 200 14 22 8. 0 600 500

45 190 400 200

55 228 450 250

150

175

200

300

350

450

500

器具容量、 コンデンサ回路の配線

200V三相誘導電動機回路の器具容量等

電　 動　 機

定格
出力
[kW]

定格電流
(参考値)

[A]

配線用遮断器等 [A]

直入始動Y-Δ始動 ｲﾝﾊ゙ ﾀー
入力側

[A]

ｺﾝﾃ゙ ﾝｻ回路

接続する電線の最小太さ[mm2]
ｺﾝﾃ゙ ﾝｻ [μF]

MCCB MCCB

電流計
[A]

EM-I E I V 長さ3m以下 50Hz 60Hz

 0. 2  0. 9 15 －

15

3 2. 0 2. 0 2. 0 5

 0. 4  1. 6 15 －

15

3 2. 0 2. 0 2. 0 5

  0. 75  2. 4 15 －

15

5 2. 0 2. 0 2. 0 7. 5

 1. 5 4 15 －

15

5 2. 0 2. 0 2. 0 10

 2. 2  5. 5 20 － 10 2. 0 2. 0 2. 0 15

 3. 7  8. 7 30 －

30

10 2. 0 2. 0 2. 0 20

 5. 5 13 40 30

30

15

3. 5

2. 0 25

 7. 5 17 75 40

50

20

3. 5

5. 5

2. 0 40

11 24 100 60

60

30

8. 0

2. 0 50

15 32 125

75

30

8. 0

14

2. 0 75

18. 5 39

100

60

3. 5

75

22 46

125

60

3. 5

100

30 62

125

60

5. 5

125

37 76 150

150

100

14 22

8. 0

150

45 95 200 100

55 115 225 150

75

100

100

150

175

225

300

器具容量、 コンデンサ回路の配線

400V三相誘導電動機回路の器具容量等

75

90

110

155

180

220

350

400

500

300

350

450

225 150

200

250

14 22

8. 0

300

125

125

125

－

15

175

300

350

8. 0

8. 0

3. 5

2. 0

2. 0

22

22

2. 0

3. 5

5. 5

5. 5

14

14

14

38

38

2. 0

2. 0

2. 0

8. 0

250

200

300

397

5

5

5

7. 5

10

15

20

25

40

50

75

75

100

125

150

200

250

250

300

屋内（ 　 内外面溶融亜鉛メッキ仕上げ箇所　 地階、 ピット 階　 ）

EM-UTPケーブルは、 用途に応じ色分けすること。

屋外（ 内外面溶融亜鉛メ ッ キ仕上げ箇所： 全て（ 塗装箇所除く ）

塗装（ 　 ・ 　 屋内　 ・ 　 屋外　 ・ 　 全て　 ・ 　 図示　 ）・

　 　 　 　 　 I P4X、 6極、 50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

構外搬出適切処理とする。

埋戻し後の建設発生土は、 監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

※建設発生土を搬出する場合は、 事前に書面にて処分地の報告(位置図等)を行い、 処分地
での処理状況が分かる写真を提出すること。 また、 処分地が民有地の場合、 土地所有者
からの建設発生土受入承諾書の写しを提出すること。

分電盤、 制御盤及び端子盤等の二次側以降の配管・ 配線は、 経路、 電線太さ、 電線本数、 管径等は

監督職員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

また、 機械室等の床埋設配管は図面上 PF管で記載している場合であっても、 立上げ部分等の露出配

管部分は金属管とし、 その場合は全長に亘って接地線を設ける。
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（ １） 本工事に使用する材料・ 機材等は、 設計図書に定める品質及び性能の他、 通常有するべき品質

及び性能を有するものとする。

（ ２ ） 下表に示す材料・ 機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、 この証

明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監

督職員の承諾を受ける。 ただし、 製造業者等が記載されているものは、 証明となる資料等の提出

を省略することができる。

①  品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

②　 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

③  安定的な供給が可能であること。

④  法令等で定める許可、 認可、 認定又は免許を取得していること。

⑤  製造又は施工の実績があり、 その信頼性があること。

⑥  販売、 保守等の営業体制が整えられていること。

高圧進相コンデンサ

高圧限流ヒューズ

高圧負荷開閉器

高圧変圧器（ 特定機器）

交流無停電電源装置

太陽光発電装置
（ ﾊ゚ ﾜー ｺﾝﾃ゙ ｨｼｮﾅ及び系統連係保護装置）

監視カメ ラ装置

中央監視制御装置（ 監視制御装置）

機　 　 　 材　 　 　 名　 　 　 称

・ ５０Ｈｚ ６０Ｈｚ

・ 一般用電気工作物

事業用電気工作物

契約電力５０ ０ｋ Ｗ以上の電気工作物においても、 第一種電気工事士により施工を行うものとする。

すべて受注者の負担とする。

別契約の関係受注者が定置したものは、 無償で使用できる。・

本工事で設置とする。 （ 改修標準仕様書 第１編 2. 2. 2によるほか下記による。 ）・

「 手すり先行工法に関するガイドライン」 に基づく 足場の設置に当たっては、 同ガイドラインの

別紙１ 「 手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」 における２の（ ２） 手すり据え置

き方式又は（ ３） 手すり先行専用足場方式により行う。

・ 　 内部足場の種別（ 　 　 　 　 　 種　 ）

養生範囲　 （ 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

養生方法　 （ 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

電気保安技術者

・ 要 ・ 不要

Ｌ ＥＤ照明器具

照明制御装置

可変速電動機用インバータ装置

分電盤

制御盤

キュービクル式配電盤

高圧スイッ チギア（ Ｃ Ｗ形、 Ｐ Ｗ形）

高圧交流遮断器

・  はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、 事前に走査式埋設物調査を行うこと。

・  石綿含有分析調査（ 定性分析により石綿が含有されている場合は、 定量分析を実施する。 ）

既存躯体に穿孔する場合は金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する。

1)設計用水平地震力

機器の重量[ｋ Ｎ]に、 設計用水平震度を乗じたものとする。

なお特記なき場合、 設計用水平震度は次による。

設 置 場 所 機 器 種 別

2. 0 1. 5 1. 5 1. 0

1. 52. 02. 02. 0

2. 0

1. 5

0. 40. 6

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

1. 5 1. 5

1. 51. 51. 5

1. 5

1. 5

1. 0

1. 0

1. 0

1. 01. 0

1. 0

1. 0

1. 0

1. 0

1. 0

1. 0

1. 0

0. 6

0. 6

0. 6

0. 6

0. 6

上層階

屋上及び塔屋

中間階

地下・ １階

機　 　 　 　 　 器

防振支持の機器

水　 　 槽　 　 類

機　 　 　 　 　 器

防振支持の機器

水　 　 槽　 　 類

機　 　 　 　 　 器

防振支持の機器

水　 　 槽　 　 類

　 特定の施設 　 一般の施設・ ・

設計用水平震度

※水槽類には、 オイルタンク等を含むものとする。

上層階とは、 ２～６ 階建の場合は最上階、 ７～９階建の場合は上層２階、 １０ ～１２ 階建の場合は

上層３ 階、 １ ３階建以上の場合は上層４ 層とする。

中間階とは、 地階、 １階を除く 各階で上層階に該当しないものとする。

重要機器

・ 配電盤

・ 交換機 ・ 火災報知受信機

直流電源装置

・ 中央監視制御装置

・ 交流無停電電源装置

2)設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の１／２ とし、 水平地震力と同時に働く ものとする。

発電装置

（ 独立行政法人建築研究所監修） による。 （ 100kg以上の機器を対象とする。 ）

設備機器、 電気配線の固定は、 次に示す事項を除き、 すべて「 建築設備耐震設計・ 施工指針2014年版」(1)

構造部等の機械はつり箇所は、 非破壊検査等による埋設物の調査を行い、 監督職員に報告書を提出する。

・ その他（ 　 　 　 ）キュービクル

なお、 放射線透過検査による場合は特記とし、 撮影枚数は、 １枚以上／部位とする。

・  既設埋設配管等を切断または接続する箇所は、 事前に試掘調査を行うこと。

・ 　 外部足場の種別（ 　 　 　 　 　 種　 ）

高効率誘導電動機の

電　 線　 類

二重床内器具

金属製電線管の

塗装・ 仕上げ

フラッ シュプレート

インバータ装置の

規約効率

配線用遮断器等の選定

建設発生土の処理

電線本数， 管路等

電源周波数

電気工作物の種類

電気工事士

工事用仮設物

足場その他

仮設備工事

養生

施工調査

穿孔作業

耐震安全性の分類

と耐震施工

非破壊検査等

4

5

6

7

8

9

10

11

13

14

12

項　 　 　 目 特　 　 　 　 記　 　 　 　 事　 　 　 　 項項　 　 　 目 特　 　 　 　 記　 　 　 　 事　 　 　 　 項

仕様書

材料・ 機材の3

品質等

15

22

17

21

16

（ ２ ） 設計図書に規定する「 ホルムアルデヒド の放散量」 の区分において、 「 規制対象外」 とは、

次の①又は②に該当する材料を指し、 同区分「 第三種」 とは次の③又は④に該当する材料を指す。

②　 建築基準法施行令第20条の７第４ 項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③　 建築基準法施行令第20条の７ 第１ 項に定める第三種ホルムアルデヒド 発散建築材料

④　 建築基準法施行令第20条の７第３ 項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

①　 建築基準法施行令第20条の７第１ 項に定める第一種、 第二種及び第三種ホルムアルデヒド

発散建築材料以外の材料

（ ３） 「 国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」 に基づく 特定調達物品等に関する判断の

基準は、 「 環境物品等の調達の推進に関する基本方針（ 平成27年2月閣議決定） 」 による。

環境への配慮 （ １） 建築物内部に使用する材料等は、 設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

次の①から④を満たすものとする。

①　 合板、 木質系フローリング、 構造用パネル、 集成材、 単板積層材、 ＭＤＦ 、 パーティ クルボード 、

その他の木質建材、 ユリア樹脂板、 壁紙、 接着剤、 保温材、 緩衝材、 断熱材、 塗料、 仕上塗材は、

アセド アルデヒド 及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、 設計図書に規定する

「 ホルムアルデヒドの放散量」 の区分に応じた材料を使用する。

②　 接着剤及び塗料はト ルエン、 キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

③　 接着剤は、 可塑剤（ フタル酸ジ－ｎ －ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しな

い難揮発性の可塑剤を除く ） が添加されていない材料を使用する。

④　 ①の材料を使用して作られた家具、 書架、 実験台、 その他の什器等は、 ホルムアルデヒド、 アセ

ト アルデヒド 及びスチレンを発散しないか、 発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

１． 共通仕様

（ １ ） 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のう ち、

○印の付いたものによる。

・

・

・

２． 特記仕様

項目及び特記事項は○印の付いたものを適用する。

項　 　 　 目 特　 　 　 　 記　 　 　 　 事　 　 　 　 項

1 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

・ 風圧力

風速　 (V0

地表面粗度区分（ 　  ・ Ⅰ　 　 ・ Ⅱ　 　 ・  Ⅲ　 　 ・ Ⅳ　 ）

積雪荷重・

Ⅱ． 工事仕様

＝34m/s)

垂直積雪量（  0. 3ｍ ）

４． 指定部分 ・ 無 有・ 対象部分　 （

指定部分工期 令和 　  年 　  月 　  日

）

・

Ⅰ． 工事概要

２． 建物概要

消防法施行令

別 表 第 一
備　 　 考

建築基準法による

延べ面積 (ｍ２ )
構　 　 造 階　 　 　 　 　 　 数

３ ． 工事種目（ ○印のついたものを適用する）

建 物 別 及 び 屋 外

工　 　 事　 　 種　 　 目

工　 　 　 　 　 　 　 　 事　 　 　 　 　 　 　 　 種　 　 　 　 　 　 　 　 別

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

電気自動車用充電設備

防犯・ 入退室管理設備

動力設備

電灯設備

電熱設備

雷保護設備

受変電設備

発電設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像・ 音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

監視カメ ラ設備

駐車場管制設備

火災報知設備

中央監視制御設備

構内配電線路

構内通信線路

建築工事

機械設備工事

テレビ電波障害除去工事

・

項　 　 　 目 特　 　 　 　 記　 　 　 　 事　 　 　 　 項

接　 地　 極 接地極の材料は下記による。 なお、 接地棒ＥＢ(14φ)の長さは 1, 500mm 以上とし、 10φは

Ｗ＝30 Ｌ ＝900mm 以上、 14φは、 Ｗ＝40 Ｌ ＝1, 200mm 以上としても差し支えない。

接 地 の 種 類 記　 　 　 号 接地抵抗値

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

ＥＢ（ 14φ） ×３連－　 組

ＥＢ（ 14φ） ×３連－２組

ＥＢ（ 14φ） ×３連－３組

Ｅ Ｂ（ 14φ） ×３ 連－２ 組

ＥＢ（ 14φ） ×３連－３組

ＥＢ（ 14φ） ×３連－３組

ＥＢ（ 10φ） ×１　 (Ｌ ＝1, 000mm)

ＥＢ（ 10φ） ×１　 (Ｌ ＝1, 000mm)

Ｅ Ｂ（ 10φ） ×１ 　 (Ｌ ＝1, 000mm)

ＥＢ（ 10φ） ×１　 (Ｌ ＝1, 000mm)

Ｅ A, B, D, C

Ｅ A, D, C

Ｅ A

Ｅ B

Ｅ D

Ｅ C

Ｅ LH

Ｅ LL

Ｅ t

Ｅ At

Ｅ Dt

Ｅ Lt

Ｅ O

取付高さ 壁付、 壁掛形の機器等の取付高さは、 図面に記載のない場合は原則として下表による。

名　 　 　 　 称 測　 　 　 点 取付高さ　 [mm]

ブラケッ ト （ 一般）

　 　 〃　 　 （ 踊場）

　 　 〃　 　 （ 鏡上）

ｺﾝｾﾝﾄ， 電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ， ﾃﾚﾋ゙ 端子（ 一般）

コンセント （ 土間）

コンセント （ 電動車いす充電用）

引込開閉器箱（ 低圧）

分電盤， 制御盤， 実験盤

開閉器箱

電磁開閉器用押しボタン

接地用端子箱

試験用接続端子箱

接地極埋設標

給油ボッ クス

室内端子盤（ 廊下・ 室内）

中間端子盤（ Ｅ Ｐ Ｓ・ 電気室）

親時計

子時計， スピーカ

アッテネータ

表示盤

発信器（ 出退表示用）

外部受付用インターホン（ 子機）

壁付インターホン　 　 　 （ 上記以外）

呼出ボタン（ 多機能便所用）

復帰ボタン（ 　 　  〃 　 　 ）

廊下表示灯（ 　 　  〃　 　  ）

テレビ機器収容箱

火報受信機（ 複合盤）

副受信機

機器収容箱（ 火災報知設備）

発信機

警報ベル

表示灯（ 火災報知設備）

連動制御器（ 自動閉鎖）

ガス漏れ検知器（ 重ガス）

ガス漏れ検知器（ 軽ガス）

　 　 　 　 　 　 　 〃　 　 　 　 　 　  （ 和室）

　 　 　 　 　 　 　 〃　 　 　 　 　 　  （ 台上）

床上 ～ 中心

鏡上端 ～ 中心　

台上 ～ 中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（ 参考） 天井面を基準とする取付高は、 天井高さが 2, 500mm から 3, 000mm の場合に適用する。
　 　 　 　 天井高さが 3, 000mm 以上の場合及び機器の使用に支障が生じる場合は、 監督職員と協議する。

他工事又は他工種

との取り合い

工事区分表による。 　 ただし、 これにより難い場合は、 監督職員と協議する。

床上 ～ 中心

床上 ～ 上端

床上 ～ 中心

地上， 床上 ～ 中心

床上 ～ 下端

地上 ～ 中心

　 地上 ～ 給油口

床上 ～ 下端

床上 ～ 中心

〃

天井下 ～ 上端　

　 床上 ～ 操作部

床上 ～ 中心

天井面 ～ 中心　

2, 100

2, 500

  150

  150

  150

  800 ～ 1, 300

  900

1, 500

1, 500（ 上端1, 900以下）

1, 500

  500

  800

  600

1, 000

1, 200

  300

1, 500

(天井高)×0. 9

1, 200

1, 200

標準図による

1, 100

  900

1, 300

2, 000

  200

  800 ～ 1, 500

1, 500

1, 500

  300

1, 500（ 上端1, 900以下）

(天井高)×0. 9

  800 ～ 1, 500

  800 ～ 1, 500

(天井高)×0. 9

(天井高)×0. 8

(天井高)－200

天井仕上げ表示 図面において、 室名に（ 　 ） を付したものは直天井を示し、 それ以外は二重天井の部屋を示す。

壁付電話機 〃 1, 300

電話引込口の保安器用

100Ω以下

ＥＢ（ 14φ） ×３連－３組

Ｅ Ｂ（ 14φ） ×３ 連－２ 組

ＥＢ（ 14φ） ×３連－２組

高圧避雷器用

低圧避雷器用

構造体接地

交換機用

通信用

通信用

測定用

共同接地

共同接地

Ａ 種

Ｂ種

Ｄ種

Ｃ種

Ω以下

接　 　 地　 　 極　 （ 参考）

スイッチ　 （ 一般） 床上 ～ 中心 1, 200

1, 200〃　 　 〃　 　 （ 多機能便所用）

〃自動スイッチ　 （ 照明、 換気扇用等） 1, 800

工事区分表による。 　 ただし、 これにより難い場合は、 監督職員と協議する。

  300

・

１． 工事場所

仮設備期間（ 　 ・ 　 図示　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

仮電源等　 （ 　 ・ 　 受変電設備　 　 ・ 　 発電設備　 　 ・ 　 図示　 　 ）

18

19

20

23
・

・

24

25

・

・ ・

2

・

構内につく ることが　 　 ・ 　 できる　 　 　 ・  できない

建　 　 物　 　 名　 　 称

公民館

公民館

・

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

改修一式

公共建築工事標準仕様書　 　 （ 電気設備工事編） （ 令和４ 年版） 　 （ 以下、 「 標準仕様書」 という 。 ）

公共建築改修工事標準仕様書（ 電気設備工事編） （ 令和４年版） 　 （ 以下、 「 改修標準仕様書」 という。 ）

公共建築設備工事標準図　 　 （ 電気設備工事編） （ 令和４ 年版） 　 （ 以下、 「 標準図」 という 。 ）

三重郡川越町大字高松（ 上吉） 地内

上吉公民館長寿命化改修工事 設計図

電気設備工事　 特記仕様書(1)

E-01



図面名称

工事名称

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

Ａ３　：
設計担当者

三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№３５２５５１　田端　進也

一級建築士
№332033

構造設計一級建築士
№8984

井上貴智

設計代表者

一級建築士

№352551

田端進也

備
　
考

一級建築士

№372093

南　 賢治 原図： A3

・
・
・

・
-/-

R5. 3

上吉公民館長寿命化改修工事

・  法定外労災補償制度　 　 　 (加入証明書を提出)　

・  請負業者賠償責任保険(保険証券の写しを提出)

　 ・ 事前調査結果及び特定粉塵排出等作業の掲示を行う こと。

項　 　 　 目 特　 　 　 　 記　 　 　 　 事　 　 　 　 項 項　 　 　 目 ・ 　 アスベスト 含有物の取り扱い

・ 本工事に必要な工事用電力、 水等の費用及び官公署その他の関係機関への

諸手続等に要する費用は、 受注者の負担とする。

・ 市支給とする。 ただし、 構内既存施設より 利用可能な範囲に限る。

本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、 受注者が本工事により

る。

明書等を添付して、 本工事により生じた産業廃棄物税相当分を請求する事ができ

生じた産業廃棄物税が課税対象となった場合には、 翌年度に産業廃棄物税納税証

・  建設工事保険　 （ 管理財物担保特約に加入） (保険証券の写しを提出)　

 　 加入期間は工事期間を原則とする。 (必要に応じて延長するものとする。 )　

下記の制度について加入すること。

建設業退職金共済制度に加入し、 掛金収納書を提出する。

　 　  共済証紙購入額

 　 　 請負額(消費税含む)の0. 5/1000 以上　

ただし、 建設業退職金共済については請負額が500万円以上の場合とする。

※1 他の退職金制度に加入している等、 共済証紙を購入する必要がない場合は理

 　  由書の提出をもって共済証紙の購入を不要とする。

※2 契約変更により工事価格が上昇した場合は不足分を追加購入すること。

工事請負代金額500万円以上の工事は、 工事実績情報（ CORI NS） の登録手続き

公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律により、 施工体制台帳の写しを提出のこと。

下請契約締結日より、 10日以内に提出すること。 変更時も同様とする。

なお、 警備業者についても記載すべき下請負人の範囲に含むものとする。

を行う こと。

・ 設けない　 　 　 　 　 ・ 設ける

監督職員の指示により下記のものを提出する。

・ 　 完成図　 ＣＡ Ｄデータ　 Ｐ ＤＦ データ（ ＣＤ－Ｒ）

　 　 ・ 　 工事完成図（ 竣工図（ 修正済みの設計図） ＋施工図）

・ 　 完成図　 （ Ａ ４ 版に製本したもの）

　 　 ・ 　 工事写真（ 紙、 ＣＤ－Ｒ）

・ 引渡しを要するもの

　 構外搬出適切処理とする。

・ 引渡しを要するもの以外

　 廃棄物管理票（ マニュフェスト ） 確認表を作成し、 監督員にＡ 票及びＤ票も

  しく はＥ 票の確認を受けるものとする。

・ 特別管理産業廃棄物

　 （ Ｐ ＣＢ使用機器 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 Ｐ ＣＢ使用機器は、 関係法令に従い適切に処置する。

・ 再使用又は再資源化を図るもの

工事記録は以下のよう に行う こと。

○工事写真

工程写真 埋設部、 いんぺい部、 施工工程、 材料等

完成写真

※撮影用具にデジタルカメ ラを用い、 サービスサイズ程度の大きさで

A4用紙に印刷し、 提出する。

   国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 工事写真の撮り方

※次の図書を参考とする。

○工事日報、 納品伝票

　 建築設備編」

工事日報、 納品伝票等の写しは監督員が提出を求めた場合に

提出すること。

特記なき鋼製電線管(19, 25, ･･･75)の表示は全て薄鋼電線管とする。

但し、 屋内箇所においては、 表示されているものと同一外形のねじなし電線

管(E19, E25, ･･･E75)を使用してもよい。

取り 外し再使用機器は、 清掃及び絶縁測定のう え、 取り付ける。

ただし、 絶縁劣化等使用に耐えない場合は、 監督職員に報告する。

長さ1m以上の入線しない電線管には、  1. 2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入す

る。

タンブラスイッチは、 図面に特記なき場合、 ネーム付とする。

配線器具(ｽｲｯﾁ､ｺﾝｾﾝﾄ他)の現場納り等による仕様、 数量については

監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

使用機器の製造者選定による若干の仕様の相違は、 監督職員の

承諾を得れば、 可とする。

合成樹脂製可とう 電線管及び付属品は、 Ｐ Ｆ 管（ 単層管） の波付管

以上を使用する。

最上階の天井スラブへの埋込配管は、 原則として避けるものとする。

本工事施工に伴う 既設設備の軽微な加工改造は、 本工事とする。

原動機、 発電機と付属各機器間の燃料油、 冷却水などの配管、 制御用配線等

は、 監督員の承諾を受けて図面と多少相違してもさしつかえない。

・ 設ける　 　 　 ・ 設けない

地中配管に埋設標識シート （ 2倍） を

埋設深さは原則0. 6m以上とし、 それにより難い場合は監督員と

協議し決定すること。

電気設備の改修等のため、 在来設備を一時停止させる必要のある場合は、

予めその時期、 停止の範囲及び工法等を施設管理者などの関係者と打ち合わせ、

場合によっては停電計画書等を提出し、 承諾を得たう えで作業を行う ものとし、

施設の運営に支障を来たさないよう 特に注意する。

構内線路における埋設標の材質及びその個数は、 図面に記載のない場合は

次による。

・ 鉄製(　 　 箇所)　 　 　 　 ・ ｺﾝｸﾘ ﾄー製(　 　 箇所)

資材購入及び工事の一部を下請業者にて施工する場合、 業者の選定に際し

ては、 できる限り市内業者を優先させること。

一般照明の照度測定を行う 。 照度測定箇所は、 監督職員の指示による。

施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、 発注者に移譲する

ものとする。

位置ボッ クスで金属製を使用する場合、 電力用には接地を施す。

　 施工箇所及び工法　 　 　 ※図示

アスベスト 含有建材除去後の仕上げ　 　 ・ 行う 　 　 ・ 行わない

アスベスト 含有吹付け材の囲い込み処理　 　 ・ 行う 　 　 ・ 行わない

アスベスト 含有吹付け材の封じ込め処理　 　 ・ 行う 　 　 ・ 行わない　 　 　 　 　 　 　 　 　 [9. 1. 1]2 アスベスト 含有建材

　 の処理工事

分析による確認　 　 ・ 行う （ 下表による） 　 ・ 行わない

  　 調査方法　 　 　 　 　 　 　 1材料あたりの試料数　 　 　 　 材　 料　 名

 ※定性分析(3　 ・ 　 )　 　 ※定量分析(※3  　 ・ 　 　 )

 ※定性分析(3　 ・ 　 )　 　 ※定量分析(※3  　 ・ 　 　 )

 ※定性分析(3　 ・ 　 )　 　 ※定量分析(※3  　 ・ 　 　 )

3 アスベスト の含有調査

    50 f/l

  表9. 1. 1　 　 アスベスト 粉じん濃度測定

　 測定時期  測定名称 　   測　 定　 場　 所 　 備考

  表9. 1. 2  アスベスト 粉じん濃度測定方法

  (注)１

  (注)１

  (注)１

　 大気

　 大気

　  －

 各２ 点又は３ 点

 各２ 点又は３ 点

 計２ 点

 各２ 点又は３ 点

  測定１

  測定２

  測定３

  測定６

  測定７

  測定８

　 処理作業前

　 処理作業中

  処理作業室内

  処理作業室内

  処理作業室内　 処理作業後

又は、 敷地境界

施行区画周辺

施行区画周辺

又は、 敷地境界
４ 方向各１ 点

施行区画周辺

又は、 敷地境界 ４ 方向各１ 点

  測定４

  測定５

（ 処理作業室外の場合）

1点   (注)２

ｾｷｭﾘﾃｨ ｿー゙ ﾝー入口 1点

　 測　 定　 3 　 　 測定1 ,  2 ,  4 ,  6 ,  7 ,  8 　 測　 定　 5

 計数機器

 メ ンブレンフィ ルタの直径

 試料の吸引流量

 試料の吸引時間

 試料の透明化

 計数条件

 計数アスベスト

 定量限界

                     25mm

    1l /mi n              5l /mi n    10l /mi n

     47mm

     5 mi n              120 mi n    210 mi n

             0. 5 f /l    0. 3 f /l

除去吹付材（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 含有場所（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

吹付けアスベスト の施工数量調査　 　 ※行う

アスベスト 粉じん濃度測定　 　 ※行う  

アスベスト 含有吹付材の有無　 ・ 有　 ・ 無　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [9. 1. 3]

　 (注)２ ． 集じん・ 排気装置の性能確認

　 (注)１ ． 各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは２ 点、 300㎡以下までは３ 点とする。

　 　 　 　 　 300㎡を超えるものは、 監督職員と協議する。

作業場の隔離　 ※行う

除去工法

　 集じん・ 排気装置

  の排出口

※除去工法については、 工法に関する資料を監督職員に提出し、 承諾を得ること。

　 (隔離ｼー ﾄ撤去前)

 直径3μm未満、 長さ5μm以上、 長さと直径比３ ： １ 以上

 総アスベスト 繊維数      　 200本又は視野数50視野

 アセト ン－ト リ アセチン法又は、 シュウ酸ジエチル法

 位相差顕微鏡

を確認
空気の流れ

測　 定　 点　 (各施工箇所ごと)

4 アスベスト 含有吹付

　 け材の除去

処分方法

・ 埋立処分の場合は、 特別管理産業廃棄物として、 管理型最終処分場の一定の場所で

　 埋立処分する。

・ 中間処理の場合は、 都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

　 環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う 。

アスベスト 含有仕上塗材の除去(除去工法、 養生、 粉じん飛散防止措置、 呼吸用保護具・ 保護

飛散防止処理技術指針」 による。

衣等)ついては、 「 建築物の改修、 解体時における石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん

アスベスト 含有仕上塗材の有無　 ・ 有　 ・ 無

除去仕上塗材（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 含有場所（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 集じん装置付高圧水洗工法　 ・ 集じん装置付超高圧水洗工法　 ・ 超音波ケレン工法

　 上記工法によらない場合は監督職員と協議の上、 承諾を得ること。

・ 剥離材併用超音波ケレン工法　 ・ 集塵装置付ディ スクグラインダーケレン工法・ 剥離材併用超音波ケレン工法　 ・ 集塵装置付ディ スクグラインダーケレン工法

・ 剥離材併用高圧水洗工法　 ・ 剥離材併用超高圧水洗工法　 ・ 剥離材併用手工具ケレン工法

・ 水洗い工法　 ・ 手工具ケレン工法

除去工法の試験施工　 ・ 行う 　 ※行わない

撤去の範囲　 　 ・ 全面撤去　 ・ 図示による

・ 埋立処分の場合は、 特別管理産業廃棄物として、 管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・ 中間処理の場合は、 都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

　 認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

処分方法

・ 隔離養生不要　 ・ 隔離養生必要(負圧不要)・ その他（ 　 　 　 　 　 　 ）

除去工法（ 原則湿潤化し、 下記工法とする）

作業場の隔離及び養生　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

「 建築物等の解体等に係る石綿ばく 露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」 による。

　 塗材の除去

5 アスベスト 含有仕上

作業場の隔離　 ・ 行う 　 ・ 行わない

除去保温材（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 含有場所（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

アスベスト 含有保温材の有無　 ・ 有　 ・ 無　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [9. 1. 4]

・ 中間処理の場合は、 都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

　 認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

・ 埋立処分の場合は、 特別管理産業廃棄物として、 管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

　 材等の除去
6 アスベスト 含有保温

アスベスト 含有成形板の有無　 ・ 有　 ・ 無　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [9. 1. 5]

除去成形板（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 含有場所（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

処分方法

作業場の区画　 ・ 行う 　 ・ 行わない

　 板の除去

7 アスベスト 含有成形

労働安全衛生法第28条第1項の規定に基づく 技術上の指針（ 建築物等の解体等の作業及び労働者が

記述上の指針） を遵守すること。

　 ・ アスベスト 除去に伴う 作業計画の作成を行う こと。

　 ・ アスベスト 除去完了に伴う 発注者への報告を書面にて行う こと。

　 ・ 石綿含有事前調査結果の都道府県知事及び労働基準監督署への報告を行う こと。

石綿障害予防規則及び大気汚染防止法の各規定に基づく 官公署等への届出等を行う こと。

1  一 般 事 項
石綿等にばく 露するおそれがある建築物等における業務での労働者の石綿ばく 露防止に関する

2. 施工可能時間帯　 　 ・ 指定有り （ 　 　 時～　 　 時） 　 ・ 指定なし

・ 高さ5mを超える箇所での作業を有する場合の墜落制止用器具はﾌﾙﾊー ﾈｽ型を使用すること。

・ 　 完成図　 （ 原図サイズで機械設備図と併せて二つ折り製本したもの)（ ３ ） 部

　 　 ・ 　 保全に関する資料等　 （ ２ ） 部

※本工事に配置管理させる者（ 有資格者）

　 ※特定化学物質等作業主任者（ H18. 3. 31以前の講習修了者）

　 　 又は石綿作業主任者（ H18. 4. 1以降の講習修了者）

作業場の隔離　 ・ 行う 　 ・ 行わない

除去工法

湿潤にて撤去を行い、 適法に処分する事。

処分方法　 ・ 埋立処分

　 　 　 　 　 ・ アスベスト の中間処理に適する溶融施設

　 　 　 　 　 ・ 認定を受けた無害化処理施設

9 特記事項

石綿含有石膏ボード

※管理型最終処分場で埋立処分する。

石綿含有石膏ボード 以外

・ 埋立処分の場合は、 石綿含有産業廃棄物として、 安定型最終処分場の一定の場所で

　 埋立処分する。

・ 中間処理の場合は、 都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

　 環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う 。

アスベスト 含有シール材の有無　 ・ 有　 ・ 無

接続部シール材の除去 除去シール材（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 含有場所（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

8 アスベスト 含有配管

1. 施工可能日　 　 ・ 土、 日曜日、 祝日施工有り　 ・ 指定なし

27 工事用電力、 水等

28 産業廃棄物税

29 工事の保険

30 建設共済等

31 工事実績情報の登録

32 施工体制台帳の提出

33　 監督職員事務所

34 完成時の提出図書

35 発生材の処理

36 工事記録

37 鋼製電線管

配管工事等

施工条件

50 地中配線の埋設標

51 資材購入及び下請業者の

 　 選定に際しての留意事項

52　 一般照明の照度測定

53　 施工図等の取扱い

49

48 地中配線の埋設深さ等

47 自家発電設備の

46 既設との取合い

45 最上階の埋込配管

44 位置ボックス

43 合成樹脂管配線

42 機器仕様

41 配線器具等

40 タンブラスイッチ

39 再使用機器

38 呼び線

・ その他　 (　    　 )

　 ・ アスベスト 除去に伴う 官公署等への届出申請を行う こと。

電気設備工事　 特記仕様書(2)
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上吉公民館

消防車庫

記　　号 名　　　　　　　　称

電　灯　盤

シーリングライト

ダウンライト

ブラケット

スポットライト

非常灯

誘導灯

機械設備工事換気扇

スイッチ

スイッチ

スイッチ

Ｌ

４

表示灯付

４路

ＬＥＤ灯

ＬＥＤ灯 

片切

壁付

センサー用切替スイッチ ２連２Ｓ

コンセント ２Ｐ１５Ａ＋ＥＴ

２Ｐ１５ＡＥｘ２

２

２Ｅ

Ｅ

２Ｐ１５Ａｘ２コンセント

コンセント ２Ｐ１５Ａ

電話受口 壁付

Ｂ Ｐ 非常警報装置

直列ユニット

コンセント

コンセント

スイッチ３ ３路

スイッチ３ＷＰ ３路 防水

Ｓ

Ｓ 人感センサー

人感センサー

Ｂ

Ｃ

子器

Ｓ 人感センサーＡ 親器

Ｓ 人感センサー

換気扇連動型 子器

換気扇連動型

配　置　図 Ｓ＝１／１５０

凡　 　例

図面名称

工事名称

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

設計担当者

三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№３５２５５１　田端　進也

一級建築士

№332033

構造設計一級建築士

№8984

井上貴智

設計代表者

一級建築士

№352551

田端進也

備
　
考

一級建築士

№372093

南　賢治

Ａ３　：

原図：A3

・

・

・

・

R5.3

1/150

凡例・配置図
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押す

呼出

21.570 23

２
１

０

７３１００

25
0

12
0

球30

φ34

４
３
２
１

12
0

116 38

警報表示盤 コール用プルスイッチ付押ボタン 親機　電源アダプタ共

親機

Ｎ ｔ

ｔ

（３００ｘ８００ｘ１８０）

（既設５００ｘ１０００ｘ２００）

弱電機器姿図

消費電力 ２．５ＶＡ

参考品番　ＷＳ６６７７２

１２Ｖ　３０ｍＡ

パイロットランプ保護用抵抗器（約340Ω、1/2Ｗ）の取付

パイロットランプ・泡沫形プレート・リード線付

埋込プルスイッチ付押釦スイッチ(ＯＮ保持・微少電流対応形)

Ａ

Ｂ

７０ｄＢ（前方１ｍ）

接点閉時通電電流ＤＣ５ｍＡ）

無電圧ｃ接点　接点容量ＡＣ２５０Ｖ　０．５Ａ

参考品番　ＢＲＮ１０４

５０／６０Ｈｚ

速結端子　単芯専用Ｃ０．６５～Ｃ１．６

無電圧ａ接点（接点開時印加電圧ＤＣ１２Ｖ　

入力信号／ブザー鳴動連動（ＳＷでの選択）

ブザー音量

一括移報出力

電源電圧

入出力端子

警報入力

ＡＣ１００

電話型同時通話

樹脂

壁取付・卓上両用（ＪＩＳ１個用スイッチボックス）

３局用

親子式・相互式親機

通話方式

ＤＣ１２Ｖ（電源アダプタ-から供給）電源電圧

形  状

材  質

局  数

備  考

１φ３Ｗ２１０Ｖ／１０５Ｖ

Ｌ－１

ＭＣＢ３Ｐ１００/７５

（更新）

Ｌ－Ｍ（ＳＵＳ・ＷＰ）

ＷＨＭ

ＮＴＳ

１φ３Ｗ２１０Ｖ／１０５Ｖ

Ｃ

Ｂ

ＥＬＢ３Ｐ１００/６０

Ａ誘導灯 非常照明

ＭＣＢ２Ｐ５０/２０　ｘ３
非常警報

１

２

４

６

１

３

５

１１

７

９

８

１０

ヨビ

ヨビ

ヨビヨビ

ｘ１４

（１００Ｖ）

ＥＬＢ３Ｐ ＥＬＢ３Ｐ

空調機 空調機

１φ３Ｗ２１０Ｖ／１０５Ｖ

Ｃ

Ｂ

ＥＬＢ３Ｐ１００/６０

Ａ誘導灯 非常照明

ＭＣＢ２Ｐ５０/２０　ｘ３
非常警報

１

２

４

６

１

３

５

７

９

８

ヨビ

（１００Ｖ）

ヨビヨビ

１１

１０

１２

１３ １４

Ｌ－１

（５００ｘ９５０ｘ１２０）

ＭＣＢ３Ｐ

１００ＡＦ／７５ＡＴ

ＥＬＢ３Ｐ ＥＬＢ３Ｐ ＥＬＢ３Ｐ

５０ＡＦ／３０ＡＴ

３φ３Ｗ２１０Ｖ

ＷＨＭ

ＥＬＢ３Ｐ

５０ＡＦ／３０ＡＴ

空調機

ＥＬＢ３Ｐ

空調機

ＭＣＢ３Ｐ

１００ＡＦ／７５ＡＴ

３φ３Ｗ２１０Ｖ

ＷＨＭ

改修前 改修後

改修後

空調機 空調機空調機

１００ＡＦ／７５ＡＴ５０ＡＦ／３０ＡＴ

改修前

１００ＡＦ／７５ＡＴ５０ＡＦ／２０ＡＴ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

ＰＡＣ－１ ＰＡＣ－１ ＰＡＣ－２ ＰＡＣ－３

２．３ｋＷ０．９９３ｋＷ ０．９９３ｋＷ ５．７７ｋＷ

ＡＣ－２

２．０９ｋＷ ９．０４ｋＷ２．３９ｋＷ

ＡＣ－３ ＡＣ－４

空調開閉器盤（ＳＵＳ・ＷＰ）
ＭＣＢ２Ｐ ５０／２０ ｘ２

ＭＣＢ１Ｐ ５０／２０ ｘ１４

ＭＣＢ２Ｐ ５０／２０ ｘ２

ＭＣＢ２Ｐ ５０／２０ ｘ１６

（盤内部更新）

（盤内部撤去） （盤内部新設）

（更新）

（撤去） （新設）

図面名称

工事名称

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

設計担当者

三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№３５２５５１　田端　進也

一級建築士

№332033

構造設計一級建築士

№8984

井上貴智

設計代表者

一級建築士

№352551

田端進也

備
　
考

一級建築士

№372093

南　賢治

Ａ３　：

原図：A3

・

・

・

・

R5.3 単結・弱電姿図

E-04
-/- 上吉公民館長寿命化改修工事



パナソニック　ＸＬ６８５ＰＦＦＬＡ９

□６５０

パナソニック　ＬＧＳ３０００ＮＬＥ１

７０５ｌｍ

８００ｌｍ

２３２５ｌｍ

保守率：０．８８ Ｋ０１７３５１３

５２００ｌｍ

パナソニック　ＸＬＧ４５３ＵＧＮＬＥ９

パナソニック　ＬＧＷ５０６３１Ｕ

１０２０ｌｍ

防湿型・防雨型

パナソニック　ＬＧＢ８５０４６ＬＥ１

８００ｌｍ

ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－２－０６

防湿型・防雨型

パナソニック　ＮＮＦＢ９１６１５Ｃ

Ｋ０１４３７８０

パナソニック　ＸＬＸ２００ＮＥＮＣＬＥ９

参考品番

参考品番

参考品番 参考品番 参考品番 参考品番

パナソニック　ＬＧＢ５２６５４ＬＥ１

参考品番

参考品番

保守率：０．９２パナソニック　ＮＮＦＢ９１６２５Ｃ

参考品番

４．０ｍ

４．５

５．５

４．２

１５．０

Ｂ４ ９．６ １０．６

器具取付高さ

四角配置

直線配置

単体配置

Ａ１

Ｂ１

Ｂ’１

Ａ２

Ｂ２

Ａ４

２．１ｍ ２．４ｍ

５．４ ５．７

５．２ ５．６

４．７ ４．９

１２．５ １３．４

１１．１ １２．１

１１．３ １２．０

１１．０

２．６ｍ ３．０ｍ

１２．７ １３．７

１２．６

１６．６

５．９ ６．１

５．８ ６．１

５．１ ５．１

１３．９ １４．９

１４．６１２．１

１４．６１３．４

４．０ｍ

３．３

Ａ４ ７．４ ８．２ ８．７ ９．６ １１．７

器具取付高さ ２．１ｍ ２．４ｍ ２．６ｍ ３．０ｍ

Ａ１ ４．２ ４．６ ４．７ ４．９

Ａ２ ９．３ １０．２ １０．８ １１．９ １２．９

四角配置

直線配置

単体配置

枠指定色塗装

避難口誘導灯片面型

パイプ吊り

通路誘導灯両面型

保守率：０．９２ Ｋ０１４３７８０

ＬＥＤ直付型２０形 ＬＳＳ９－２－１５ ＬＳＳ１０－４－６５ＬＥＤ直付型４０形 ＬＥＤ直付型２０形 ＬＥＤ埋込型４０形　 ＬＲＳ２０－４－４８ ＬＥＤ非常灯　４０形（Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｄ１）

ＬＥＤスクエアベースライト　 ＬＥＤシーリングライト　４０形 ポーチライト　６０形（Ｇ）（Ｆ） ＬＥＤブラケット（Ｉ）ＬＲＳ１－０５ＬＥＤダウンライト　６０形

ＬＲＳ１－１３ＬＥＤダウンライト　１５０形

ＬＥＤダウンライト　１００形 ＬＲＳ１－０８

（Ｈ１）

（Ｈ２）

（Ｈ３）

ＬＥＤスポットライト　１００形（Ｋ）ＬＥＤウォールライト　２０形（Ｊ） ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　 ＳＨＩ－ＦＢＦ２０－ＢＬ ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形 ＳＴ１－ＦＳＦ２３－ＢＬ ＬＥＤ非常灯専用型　（ハ）

ＬＥＤ非常灯（ニ）

ＳＨ１－ＦＳＦ２０－ＢＬ

ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形（イＰ）

（イ） （ロ）

（Ａ）

（Ｅ）

照　明　器　具　姿　図

注記

＊ 埋込型照明は必要に応じてリニューアルプレート等を取付ること。

＊ 照明器具形状・光束・メーカー品番は参考とし、同等品とする。

＊ 既設器具とのサイズ違いによる壁塗装補修、天井開口加工、

隙間補修等は本工事に含む。

＊ 照明器具型番で本体型番を示すものは、ＬＥＤ電球・ユニットを含むこと。

器具取付高さ ２．１ｍ ２．４ｍ ２．６ｍ ３．０ｍ ４．０ｍ

単体配置 Ａ１ ４．２ ４．６ ４．７ ４．９ ３．３

四角配置 Ａ４ ７．４ ８．２ ８．７ ９．６ １１．７

直線配置 Ａ２ ９．３ １０．２ １０．８ １１．９ １２．９

図面名称

工事名称

ＤＡＴＥ

設計担当者

三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№３５２５５１　田端　進也

一級建築士

№332033

構造設計一級建築士

№8984

井上貴智

設計代表者

一級建築士

№352551

田端進也

備
　
考

一級建築士

№372093

南　賢治

ＳＣＡＬＥ

Ａ３　：

原図：A3

・

・

・

・

R5.3

-/-

照明器具姿図

E-05
上吉公民館長寿命化改修工事
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（イＰ）
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（Ｈ３）ｘ６

ＤＵ

Ｆ２５
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（Ｅ）

（ニ）

（ハ）
ＭＢ

１階平面図 １階平面図S=1/150 S=1/150

６
５

警報表示盤

１４

１２

１３

６

Ｌ－Ｍ Ｌ－Ｍ

Ｌ－１

注記

＊　実線の機器、配線は新設とする。

特記なき配線は下記による

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃｘ２６

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ

特記なき配線は下記による

＊　実線の機器、配線は撤去とする。

注記

ＶＶＦ１．６－２Ｃ

５

６

ＶＶＦ１．６－３Ｃ＋２Ｃ

ＶＶＦ１．６－３Ｃｘ２

ＶＶＦ２．０－２Ｃ

Ｌ－１

（改修後） （改修前）

Ｎ

図面名称

工事名称

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

設計担当者

三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№３５２５５１　田端　進也

一級建築士

№332033

構造設計一級建築士

№8984

井上貴智

設計代表者

一級建築士

№352551

田端進也

備
　
考

一級建築士

№372093

南　賢治

Ａ３　：

原図：A3

・

・

・

・

R5.3 1階　電灯設備図

1/150

E-06
上吉公民館長寿命化改修工事
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２階平面図 ２階平面図S=1/150 S=1/150

Ｅ Ｅ

注記

＊　実線の機器は撤去とする。

注記

＊　実線の機器は新設とする。

（改修後） （改修前）

Ｎ

図面名称

工事名称

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

設計担当者

三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№３５２５５１　田端　進也

一級建築士

№332033

構造設計一級建築士

№8984

井上貴智

設計代表者

一級建築士

№352551

田端進也

備
　
考

一級建築士

№372093

南　賢治

Ａ３　：

原図：A3

・

・

・

・

R5.3

E-07

2階　電灯設備図

1/150
上吉公民館長寿命化改修工事
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１階平面図

１階平面図

S=1/150

S=1/150

Ｂ

Ｐ

ＥＭ－ＡＥ１．２－２Ｃ

注記

＊　実線の機器、配線は新設とする。

注記

＊　実線の機器は撤去とする。

ＰＡＣ－１
０．９９３ｋＷ

ＰＡＣ－１
０．９９３ｋＷ

ＰＡＣ－３
５．７７ｋＷ

ＰＡＣ－２
２．３ｋＷ

２．３９ｋＷ

２．０９ｋＷ

ＡＣ－３

ＡＣ－２

９．０４ｋＷ

ＡＣ－４

空調開閉器盤

Ａ

Ｂ

空調開閉器盤

（改修後）

（改修前）

ＣＶ３．５
□
－４Ｃ（Ｇ２２）

ＣＶ３．５
□
－４Ｃ（Ｇ２２）

ＣＶ１４
□
－３ＣＥ５．５

□
（ＶＥ２８）

ＥＭ－ＣＥ８
□
－３ＣＥ５．５

□
（Ｇ３６）

ＥＭ－ＣＥ３．５
□
－４Ｃ（Ｇ２８）－２

ＥＭ－ＣＥ３．５
□
－４Ｃ（Ｇ２８）

Ｎ

図面名称

工事名称

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

設計担当者

三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№３５２５５１　田端　進也

一級建築士

№332033

構造設計一級建築士

№8984

井上貴智

設計代表者

一級建築士

№352551

田端進也

備
　
考

一級建築士

№372093

南　賢治

Ａ３　：

原図：A3

・

・

・

・

R5.3

1/150

1階　弱電設備図
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Ｆ２１Ｂ ＦＬ２０Ｗｘ１　ブラケット

Ｆ４２Ｕ ＦＬ４０Ｗｘ２　埋込

Ｆ４２ＤＵ ＦＬ４０Ｗｘ２　バッテリー内蔵・埋込

Ｆ２５ ＦＬ２０Ｗｘ５　

ＦＣＬ ＦＬ２０Ｗｘ２

ＩＬブラケットＢ

ＩＬバッテリー内蔵・埋込

ダウンライト

ＤＵ

Ｄ

Ｓ１０ ＩＬスポットライト

Ｙ２１ ＦＬ２０Ｗｘ１　誘導灯

Ｙ２１Ｐ ＦＬ２０Ｗｘ１　誘導灯　パイプ吊り

２階平面図 S=1/150

Ｔ－１

注記

＊　実線の機器は更新とする。

照明器具撤去リスト ２Ｆ１Ｆ
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Ｎ

図面名称

工事名称

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

設計担当者

三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№３５２５５１　田端　進也

一級建築士

№332033

構造設計一級建築士

№8984

井上貴智

設計代表者

一級建築士

№352551

田端進也

備
　
考

一級建築士

№372093

南　賢治

Ａ３　：

原図：A3

・

・

・

・

R5.3 2階　弱電設備図・照明器具撤去リスト
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コードコネクター

ボディ・プラグ

-２Ｃ

（３ｍ）

プラグ２Ｐ１５Ａ

蓄電池

蓄電池接続盤

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（ＭＡ）

スイッチ２連

照明器具

接続盤

接続盤

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（ＭＡ）

特記なき配線は下記による

壁面露出メタルモール　（Ａ型）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ

（盤外取付）

盤用キャビネット（メーカー標準仕様）

Ｗ２００ｘＨ３００ｘＤ１００

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ（ＭＡ）

（Ｈ１）
（Ｈ１）

（Ｈ２）ｘ３

（Ｈ１）

（Ｈ２）

（Ｈ１）

（Ｈ１） （Ｈ２）

（Ｈ２）

（ＭＡ）

（ＭＡ）

（ＭＡ）

出力　ＡＣ１００Ｖ

２Ｐ１５Ａ　コンセント

ＶＣＴ２
□
-２Ｃ

ＶＣＴ２
□

Ｎ

図面名称

工事名称

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

設計担当者

三重県知事登録第１－８６１　　一級建築士　№３５２５５１　田端　進也

一級建築士

№332033

構造設計一級建築士

№8984

井上貴智

設計代表者

一級建築士

№352551

田端進也

備
　
考

一級建築士

№372093

南　賢治

Ａ３　：

原図：A3
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・

・

R5.3

E-10

1階・2階　停電時電灯設備図

1/150
上吉公民館長寿命化改修工事


